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【ニュースリリース】                                                 2017年 10月 19日 
ハイアス・アンド・カンパニー株式会社（HyAS&Co.） 

 

 

 

 

 

ハイアス・アンド・カンパニー株式会社（本社：品川区上大崎 代表：濵村聖一 以下、ハイアス）は、現在の住まいが

持ち家ではない全国の20歳～49歳までの男女を対象に「住宅購入に関する消費者調査」を行いました。 

 

今回の調査では、マイホーム取得にあたっての不安や、住宅会社・不動産会社に求めることなどを聞きました。その

結果、住宅購入検討時には約9割が不安を抱えており、不安の内容はお金に関することが上位を占めることが改めて

わかりました。その反面、お金の不安を小さくする「返せる額」を考えていくうえで、収入面とあわせて重視されるべき将

来の支出やライフプランについては意識が高いとは言えないことがわかりました。 

 

＜アンケート概要＞ 

期間  ：2017年7月28日〜29日 

方法  ：WEBアンケート調査 

回答者  ：無作為に抽出した、現在の住まいが持ち家ではない20歳～49歳までの男女 618名 

対象地域 ：全国 

 

■マイホーム取得の意向はあるが、不安に感じる 約9割 

マイホーム取得の意向があると答えた方のうち、「不安に感じることが多くある」「不安に感じることがまあまあある」と

答えた方は約9割（計88.9％）に上りました。 

 

 

 

 

 

 

不安に感じること

が多くある 

49.7% 
不安に感じること

がまあまあある 

39.2% 

不安に感じることは

あまりない 

9.8% 

不安に感じることは

ない 

1.4% 

マイホーム取得にあたって不安に感じることはありますか？ 

【単数回答】(n=296) 

約 9割がマイホーム取得に不安、主な理由は住宅購入資金関連 

「返せる計画」の重要性は認識するも、収入に注目しがちで支出を意識せず 
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■マイホーム取得に関する不安のトップ3はお金関連、マイホーム取得のハードルとなっている。 

不安に感じているという方に対して、その不安の具体的な内容について聞いたところ、第1位は「無理のない返済計

画が立てられるか」（59.3％）、続いて第2位が「必要な自己資金を用意できるか」（47.9％）、第3位が「将来の収入の見

通しがたたない（38.4％）」と、トップ3を全てお金に関わることが占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「マイホーム取得の活動・計画を具体的に進めるにあたって、困難で特に重要だと思うこと」においても、「無理

のない返済計画を立てること」（54.7％）が半数以上で1位となり、次いで、「必要な自己資金を用意すること」（36.1%）、

「将来の収入の見通しをたてること」（35.1％）と続き、やはりお金に関わることがハードルになっているようです。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無理のない返済計画を立てること 

必要な自己資金を用意すること 

将来の収入の見通しをたてること 

有利な融資、ローンを選ぶこと 

良い場所に土地・物件を見つけること 

将来の支出の見通し（教育・医療・老後）をたてること 

予算内で欲しい家を見つけること 

将来の家族計画（結婚・子育ての予定）をたてること 

将来のどこで何をしているかの見通し（職・居住地）をたてること 

物件価格や建築費が適正かどうかの判断をすること 

資金調達（借入）を予定どおりに進めること 

住宅購入・家づくりの進め方を知ること 

住宅の性能などの十分な情報を得ること 

家族の合意を得ること 

特にない 

その他 

マイホーム取得の活動・計画を具体的に進めるにあたって、困難で特に重要だと思うことは何ですか？

【複数回答】(n=296) 

マイホーム取得にあたっての不安の具体的な内容は何ですか？ 

【複数回答】(n=263)  

 



             

                             

 

3/3 

■マイホーム購入の不安解消のために住宅会社に求めるものは「無理のない返済計画への助言」。 

しかし、収入についての不安が先に立ち、支出についての意識は高くない 

マイホーム取得の計画・活動を進めるために住宅会社や不動産会社に求めるものについては、「無理のない返済計

画への助言」が半数近くにのぼり、最も割合が高くなっています。一方、収入・支出・家族計画など将来の生活の全体

像を踏まえた提案についてのニーズは決して高くありません。 

また、前述のとおり、マイホーム取得における困難で特に重要だと思うことにおいても、上位に入っている「必要な自

己資金を用意すること」、「将来の収入の見通しをたてること」は、いずれも収入に関することです。対して、本来あわせ

て重視されるべき「将来の家族計画（結婚・子育ての予定）をたてること」や「将来の支出の見通し（教育・医療・老後）

をたてること」といった先々の支出に関することへの意識は、高いとは言えません。 

 

実際、当面の自己資金や収入からマイホームの取得を検討して住宅会社・不動産会社に勧められるままに契約を

してしまい、その後の収入や支出の変化によって生活が逼迫してしまう、場合によっては破綻してしまうという事態に

陥る方も少なくありません。無理のない返済計画のもとに、安心してマイホームを取得するには、収入面だけでなく、

先々のライフプランを踏まえた支出面のバランスも考慮して計画を進めることが重要です。 

 

ハイアスでは、住まいに関するお金の悩みを解決する住宅会社・不動産会社のネットワーク、「リライフクラブ」を全国

に展開しています。リライフクラブのアドバイザーは、住宅購入時にほとんどの方が利用することになる住宅ローンや

税制優遇などの適切な情報を伝えるほか、シミュレーションを繰り返しながら、お客様の将来の収入や支出の変化を

見越して適切な返済計画のもとにマイホーム取得にかける予算を決めることを推奨し、お客様が先々まで安心できる

納得の住宅購入を支援します。 
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5.4  

3.7  

0.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無理のない返済計画への助言 

良い場所の土地・物件の提案 

税制優遇などの活用の助言 

有利な融資、ローンの選択の助言 

物件価格や建築費についての十分な説明 

将来の生活の全体像（収入・支出・家族計画など）を踏まえた住宅選びの提案 

住宅の性能などの十分な情報提供 

将来の生活の全体像（収入・支出・家族計画など）の見える化 

住宅購入・家づくりの進め方の説明 

自分や家族の要望をまとめる助言 

特にない 

その他 

■ ハイアス・アンド・カンパニー(株) 会社概要（証券コード：6192  東証マザーズ） 

○ 設立：平成 17年 3月 ○3億 5,611万円（平成 29年 4月 30日時点） 

○ 所在地：東京都品川区上大崎 ○従業者数 116名（平成 29年 4月 30日時点） 

○ 事業内容：財産コンサルティング事業、住宅・建設・不動産事業のナレッジ開発、 

販売促進支援事業など 

○ 会社 URL：http://www.hyas.co.jp   ○各種ソリューション紹介：http://view.hyas.co.jp/ 

住宅取得の不安の解消や、計画・活動を進めるために、住宅会社や不動産会社に求めるものは何ですか？ 

【複数回答】(n=296)  

 


